
森 町 教 育 委 員 会 定 例 会 会 議 録 （要旨）

会 議 名 令和５年８月森町教育委員会定例会

開 催 日 時 令和５年８月24日（木） 13時30分

会 場 森町文化会館 第２研修室

出 席 委 員 教育長 野口和英
委 員 村松昌吾
委 員 鈴木眞子
委 員 早馬保男
委 員 佐藤佐和子

出 席 者 学校教育課 課長 塩澤由記弥 健康こども課 課長 朝比奈礼子
課長補佐 土屋智也乃 社会教育課 課長 三澤由紀子
学校管理係長 井口寧了 課長補佐 磯谷博俊
庶務係長 鈴木真央 社会教育係長 中村美幸

傍 聴 者 なし

１ 開 会

教 育 長 委員の出席を確認し、開会を宣告。

２ 前回会議録の承認

教 育 長 事前に配付してある前回定例会の会議録について、質疑を求める。

委 員 全 員 質疑なし承認。

教 育 長 前回定例会会議録の承認を宣し、教育長の報告を求める。

３ 教育長の報告

教 育 長 ８月に開催及び出席した各種会議等について報告する。
１日 ・課長会議 (総務課からの連絡等)

・森町幼小中一貫教育の日 (東遠地区生活支援センター 岡本あや
(森町文化会館) 所長の講話 各中学校区研究協議会)

２日 ・北海道森町児童生徒友好親善訪問団出発式(児童・生徒10名、引率者５名の訪
問団、出発式挨拶)

・社会教育委員会 (社会教育施設利用状況、夢づくり大学
の運営等)

３日 ・役場職員組合来庁 (新役員挨拶)
・神話読み聞かせの会亀山さん来庁 (取組状況、今後の活動について)

４日 ・北海道森町児童生徒友好親善訪問団帰着式(訪問団全員が元気に帰着、成果を
報告、挨拶)

５日 ・広島平和記念式典児童生徒派遣出発式(児童・生徒４名、引率者３名の派遣、
出発式挨拶)

６日 ・広島平和記念式典児童生徒派遣帰着式(派遣団全員が元気に帰着、成果を報
告、挨拶)

７日 ・北海道森町児童生徒友好親善訪問団代(代表児童・生徒・団長が町長へ挨拶、
表児童・生徒・団長帰町報告 成果を報告)

・人権啓発推進協議会 (今年度の人権啓発事業について)
８日 ・磐周拡大教育協議会 (磐周教育充実・発展に係る当面の課題



(袋井産業会館キラット) について協議)
９日 ・夢づくり大学理事会 (今後の夢づくり大学の計画、在り方に

ついて協議)
16日 ・課長会議 (総務課からの連絡等)
21日 ・町職員採用試験 (２次試験(面接))
23日 ・磐周地区教育長会(磐田市役所) (令和６年度人事異動について協議)

・森町交通安全推進会議 (秋の全国交通安全運動に伴う森町とし
ての取組について)

24日 ・教育委員会定例会 (８月定例教育委員会)
30日 ・観音山少年自然の家指導主事来庁 (石上大輔指導主事による訪問、事業説

明等)
31日 ・課長会議 (総務課からの連絡等)

・園長・校長会 (和顔愛語(1) 教育委員会行事等)
・部活動地域移行に係る打合せ (２中学校長・部活動担当者と今後の移

行計画等について協議)

教 育 長 教育長の報告について、質疑を求める。

委 員 全 員 質疑なし承認。

４ 付議する案件
【議 事】

教 育 長 議事について事務局に説明を求める。
議第22号について説明を求める。

学校教育課 議第22号 令和５年９月補正予算の提出について
課 長 補 佐 歳入について、学校保健特別対策事業費補助金として1,221千円を計上する。理由とし

ては、感染症流行下において消毒液などの保健衛生用品の購入に係る経費や換気対策経費
を対象とした学校教育活動体制整備に係る補助金の交付決定がされたため補正をする。
歳出については、閉校校舎等整理事業ということで、閉校校舎等の修繕費として23,000

千円を計上する。理由として、閉校校舎の跡地利活用促進のため、旧三倉小、旧天方小、
旧泉陽中の修繕を行う。概要として雨漏り修繕に12,937千円、電気設備修繕に1,701千
円、水道設備改修に4,572千円、遊具撤去等に3,790千円の内訳となっている。

社会教育課長 社会教育課分としては、文化振興総務経費として会計年度任用職員の報酬1,241千円を
計上する。理由としては、現在茶業史編纂を進めているが、当初６月に印刷を完了する予
定であったが、工程の見直しにより３月頃までかかる見込みである。そのため、９月まで
の任用である会計年度任用職員２名を３月まで延長するよう補正をする。また文化財保護
費として文化財保存活用事業費等補助金939千円について、今年２月に秋葉バスが指定文
化財である城下の常夜灯に接触し、屋根瓦２枚が落下する事故が発生した。その後、文化
財保護審議会委員が現地調査をした結果、屋根全体のずれが見られたことから、事故が原
因ではないかと保険会社と交渉を重ねたが、立証できなかった。またそのずれにより雨漏
りの恐れがあったり、昨年しずおか遺産として県の認定がされており、今後ＰＲしていく
予定になっていることから早急に修理が必要である。そのため、今回の件については事故
によるものではないと整理をし、町が城下町内会に補助金を支出することで修繕をする。
負担割合としては、町が10分の９で所有者が10分の１とし、落下した瓦２枚については保
険対応で修繕をする。

教 育 長 以上について質疑を求める。

委 員 全 員 質疑なし承認。

【報告事項】

教 育 長 続いて報告事項について事務局に説明を求める。
報第32号について説明を求める。



社会教育課 報第32号 森町美術品等の活用に関する要綱の制定について
課 長 補 佐 本要綱は、７月31日に森町美術品等活用委員会において協議し、承認を得た。内容とし

ては美術品の貸出基準や手続き、処分等を定めたものとなっている。また美術品等活用委
員会の中では、要綱と併せて町内公共施設、学校施設、文化会館の展示についても協議を
した。

教 育 長 以上について質疑を求める。

委 員 全 員 質疑なし承認。

５ 連絡事項

教 育 長 連絡事項について、説明を求める。

社会教育係長 わたしの主張2023静岡県大会が８月22日に長泉町で行われ、森町からは森中学校の水
谷さんが出場し、優良賞を受賞したので報告する。

社会教育課長 杭迫先生の展覧会を９月16～18日に開催する。先生もいらっしゃるため、ぜひ出席を
お願いする。

庶 務 係 長 次回定例会を９月26日(火)13時30分から文化会館第２研修室で予定。

６ 閉 会

教 育 長 以上で本日の日程を終了し、閉会とする。
14時00分閉会

上記のとおり、会議の顛末を記録し、その相違ないことを証するため、ここに署名する。

署 名 人 教 育 長

委 員

委 員

委 員

委 員

事 務 局


